
学校行事の文化祭や卒業式に地域の皆

さんを招くなど、双方を行き来しての交

流が行われました。 

 活動は草刈りや農作業など、地域で

普通に行われていることがポイントです。 

   年度は、地域の皆さんが大切に 

   作った野菜などをブラウブリッツ

秋田の試合会場で販売したり、１１月の

盆城庵秋祭りの運営が予定されていま

す。地域の方々に高校生としての力を

感じてもらえるような活動を目指し、今

年の活動がスタートしています。 

元気 通 信 ム ラ １ 
「元気ムラ通信」は秋田県が運営する「秋田県のがんばる農山漁村集落応援サイト

（通称：元気ムラ応援サイト）」で紹介している地域活動を、より多くの皆様に紹介す

るために発行しております。 

秋田県の元気な地域の活動情報満載!! 

●発行日：平成29年8月1日 

●Ｔｗｉｔｔｅｒアカウント→@akitagenkimura 

●ｆacebook→「あきた元気ムラ」 

元気ムラ 

あきた元気ムラ 
応援サイトは 

で検索 

元気ムラサイトを 
携帯電話・スマート 
フォンで見たい方は 
←こちらから！ 
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元気ムラ応援団とは 

    気ムラ応援団に登録している第一  

   学院高等学校・秋田キャンパスの

生徒と、馬場目杉沢地域（五城目町）

の清流の会との交流が昨年度から行わ

れています。 

 学校では、元気ムラの様々な地域で

花壇活動などのお手伝いをしてきました

が「一過性ではない継続した活動を通

じて、地域の皆さんと共に生徒が成長す

ることができれば」と、年間を通じて生

徒と交流できる地域を探していました。 

 この活動を通じて生徒の自主性を高め

ることも狙いの一つとしており、学校側

の提案を馬場目杉沢地域が受け入れて

くれたことで交流が始まりました。 

 昨年度は同地域を5回訪問して農作業

や盆城庵秋祭りのお手伝いをしたほか、 

高校生と地域で 
 創造する元気ムラ 

秋田の元気ムラ地域を「外部」から応援してくれる企業・NPO法人・学校・
個人等を「元気ムラ応援団」として登録しています。 

彼らが地域に入ってくれたことで、

住民のモチベーションが上がって

きました。新しいアイディアを出し

てくれるので、こちらの視野も広

がっています。 

馬場目杉沢地域 

清流の会 会長 
金澤幸則さん 

第一学院 
高等学校2年 
吉川悠太くん 

 昨年は地域の皆さんが

大切にしてきた自然やお

祭りなどの活動を体験さ

せてもらいました。でも、

何より圧倒されたのは住

民の方の明るいお人柄で、

いつも私たちが逆に元気

をもらっていました。 

 そんな方々の力になれ

るよう、今年は自分たち

で何ができるか考え、ボ

ランティア活動として発展

させた行動をし、この交

流を通して成長していき

たいと思っています。 
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開催時間：12:00～16:00 

男鹿市民文化会館 

5月28日に鹿角市の花輪地域づくり協

議会が白岩地域を訪問し、お互いの

地域づくり活動について意見交換を

行うなど交流を図りました。 

こんなことありました♪ 

【各地域の活動紹介】 

7月から、地域の皆さんが「笹の葉」の出荷作業に取り組んでいます。

抗菌作用のある笹の葉は、和菓子を包む素材に利用されています。

住民の皆さんは「皆で集まって話しながら作業するのが楽しい」と、

生き生きとした表情で笹の葉の仕分けを行っていました。 

金井神・上坂部地域（横手市） 
「国民文化祭・あきた2014」で制作した「魚座

造船所」を、地域の皆さんが毎年、旧浦田小

学校に設置しています。ここを会場に9月3日には

野外音楽祭が開催されます。 

浦田地域（北秋田市） 

特別養護老人ホーム山館苑と収穫

祭や雪祭りなどの地域活動を行って

います。7月23日は山館苑で音楽祭

を開催しました。 

6月から一般の方を対象にピザ焼き体

験を実施しています。次回開催は8月

6日と9月3日。相談によって臨時開催

します。 

INFORMATION 

（男鹿市船川港船川海岸通り二号14-2） 

土 

事前申し込みが必要です。8月18
日（金）までに、各市町村の「地
域コミュニティサポート窓口」か、
元気ムラ支援室（電話018-860-
1215）までお申込みください。 

第一部 
12:00～13:25 

第二部 
13:40～14:35 

第三部 
14:45～16:00 

地域づくりに 
取り組む集落等の 
事例発表 

地域のお宝を 
囲んでの大交流会 

地域のお宝をテーマ
とした語らいの場・
アトラクション 

参
加
無
料 

笹の葉 
出荷♪ 

アート
作品を
設置♪ 

山館地域（大館市） 白欠地域（鹿角市） 白岩地域（仙北市） 

ピザ焼き 
体験♪ 

地域と一
緒の活動 

♪ 
地域間 
交流♪ 

2017 

会 場 

JR男鹿駅から徒歩15分 

開催日 

2017 IN 男鹿 
大交流会 



Genkimura Gallery 

●人口／約100世帯 250人 
●住所／五城目町内川浅見内字後田86-1 
●営業時間／10:00～16:00 
●定休日／土、日、祝日 
●運営団体／浅見内活性化委員会 

6月10日、秋田駅ぽぽろーどで開催した「地域の元気お届けマー

ケット」に初出店し、枝豆やトマトの寒天や、いぶりがっこなどを

販売しました。準備した寒天はあっという間に完売しました。 

半道寺地域（大仙市） 

6月4日、「里山の美田オーナー」の田植え＆か

かし作り交流会が行われました。雨の降る中でし

たが、参加者は田植えを大いに楽しみました。 

安全寺地域（男鹿市） 

5月21日、上笹子地域の道の駅で、笹子地域づく

り実行委員会主催の山菜まつりが開催され、多く

の人で賑わいました。 

上笹子地域（由利本荘市） 

5～7月のスナップ写真集♪ 

7月１６日、秋田音頭の「檜山納

豆」でおなじみの檜山地域で、

納豆まつりが開催され、長巻づ

くりなど、納豆づくしのイベント

になりました。 

檜山地域（能代市） 

↑常盤地域の移動式ピ

ザ窯による納豆ピザや、

鶴形地域の鶴形納豆そ

ばも登場♪ 

鳥海山の
恵みが勢
揃い♪ 

自治会で
お揃いの
半被を 

作りました 

納豆の 
コラボ料理

♪ 

「こでうち」
から苗を
キャッチ！ 
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「お互いさまスーパー」は、商店

などが撤退し、買物支援が必要な

地域で、住民組織が運営を行って

いる店舗（スーパー）です。 

「みせっこあさみない」は、旧児童

館の一部を改修し、平成28年3月に

オープン。日用品、生鮮品のほか、

うどんやカレーライスなどの軽食も

取り扱います。店舗スタッフは全て

地域住民の皆さん。月1回、運営会

議を開いてアイディアを出し合い、

活動の幅を広げています。 

今年の4月からの新メニュー「親子丼」。店内
の交流スペースは、住民が気軽に立ち寄ってお
しゃべりができる憩いの場。 ※お互いさまスーパーは3回シリーズで紹介していきます。 

1周年を記念した感謝祭でスタッフの記念撮影 



   代市内の中心市街地には33の観音堂があ 

   り、春と秋の年2回、参拝者が各お堂を

巡る「観音様の札打ち」が行われています。

参拝者を迎えるお堂は、各地域ごとに守り継

がれていて、上町（55世帯）のお堂は、町内

の女性たちで作る「上町すみれ会」で管理し

ています。 

 5月2日、朝8時を過ぎると参拝者が上町を

訪れ、小さなお堂は人でいっぱいになりまし

た。お坊さんがならす鐘とともに女性たちの

御詠歌（ごえいか）が響き渡り、参拝者をも

てなした後は賑やかなお茶会が始まりました。 

 すみれ会のメンバーが持ち寄った御霊供膳

(おりくぜん）を囲みながら「これ可愛い人

参！」「イクジ（アミタケ）美味しい♪」と

会話に花が咲きます。 

            もともと上町のお堂と札打 

           ち行事は有志の女性たちに 

                         よって継承されてきました 

                        が、メンバーの高齢化が進 

                     み、平成14年には、わずか3

人になっていました。「私たちでは行事を続

けるのは難しい。観音様を守ってほしい」と

相談されたのをきっかけに、上町に暮らす女

性で構成する「上町すみれ会」が結成されま

した。 

お問い合わせ 

 すみれ会発足前は、お堂は男性たちが祭典

時に使用するだけで、女性たちはお堂の存在

を知っていても、中で何が行われているのか

知りませんでした。 

 また、どこからどこまでが上町の範囲かも

知らず、商店が多い地区の特徴か、お互いに

忙しく、町内の女性同士で会話することはほ

とんど無かったそうです。 

   みれ会でお堂の管理を引き継いでから、 

   観音様のしきたりは、行事を最後まで

継承してきた3人の女性たちから学びました。

先輩たちはすでに亡くなられましたが、現在

99歳になる小柴さんから作法を教えてもら

いながら行事を引き継いでいます。 

 また、観音様の他にも、月に1回、メン

バーで集まるようになり、活動の幅を広げて

います。上町オリジナルの木製プランターで

花の植栽を行ったり、高齢者の見守りや防災

セミナーで非常食作りに取り組んだりしなが

ら、「結束することが“力”になる」と実感

するようになったそうです。 

 今年は会の発足15周年を記念し、お祝い

をしたすみれ会の皆さん。目標は「美と健康

をテーマに楽しいこと見つけること！」。女

性たちの元気な活動は、これからも続いてい

きます。 

声 

  元気ムラ支援室は「住民主体」の地域づくり活動を支援しています。 

●地域づくり活動事例の出前講座  
●GB（じっちゃん・ばっちゃん）ビジネスの支援 
●集落間交流のコーディネート など。 

女
性
た
ち
で
観
音
堂
を
守
り
続
け
て
十
五
年
。 

上町すみれ会の皆さん 

地域からのメッセージ  

●住所／〒010-8570 秋田県秋田市山王4丁目1-1 
●電話／018-860-1215 ●FAX／018-860-3875 ●E-mail katsu@pref.akita.lg.jp  

●発行／秋田県 活力ある集落づくり支援室（元気ムラ支援室） 

※2017年5月2日に取材した内容を掲載しました。 

かみまち 

能代市 

皆さまからの元気ムラ通信に関する 
ご意見・ご感想をお待ちしております。 

元気な地域の 
想いを発信！ 
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能 

観音堂で札打ちの参拝者をもてなした後のお茶会 

す 


